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放射能に汚染された路面清掃土砂の分級洗浄による減容化処理

南條 忠文、佐藤 隆俊、鈴木 茂生、楠岡 弘康（佐藤工業株式会社）
1. 汚染土の概要
福島県の委託を受け、2015年10月から12月にかけて、放射能に
汚染された路面清掃土砂の分級洗浄による減容化処理を実施した。
汚染土は容量1m3の耐候性土のう計264袋に保管されており、それ
らの重量および放射能濃度については表 1に示すとおりであった。

2. 分級洗浄のフロー
処理能力1m3/hクラスの分級洗浄プラントを用い、図 1に示すフ
ローにて処理を行った。粒径80mm以上の大石は設備損傷の恐れが
あるためスケルトンバケットにて投入前に分別した。礫と砂の分級
点は、植物片やごみ等によるふるい網の目詰まりを極力防止する
のと洗浄水の水切りを効率良く行うために2mmでなく3mm
とした。粒径3mm未満の二次洗浄である摩砕洗浄は当社
の独自技術である「渦崩壊洗浄装置」1) 2)を用いた。洗浄
水は濁水処理工程を経て循環再利用される。

3. 処理の結果
分級物の放射能濃度平均値は表 2のとおりであり、汚
染土を1とした場合、礫は約6分の1、砂は2分の1以下に
低減され、一方脱水ケーキは約3.4倍に濃縮された。
分級物の乾燥重量比は図 2のとおりである。また放射
性物質であるセシウム(Cs)は図 3に示すとおり全体の75.2%
が脱水ケーキに集約された。
物質収支的には、重量では処理前（汚染土）254t
dryに対して処理後（分級物計）257t dryと誤差1.2%、
放射性物質(Cs)総量においては処理前 1,979×106Bq
に対し処理後 1,962×106Bqと誤差0.9%であり、いず
れも高い精度を確保できた。
減容化の観点では、処理前重量296t wetに対して
8,000Bq/kg wet超の分級物は72t wetとなり、重量
的には75.7%の削減をすることができた。

4. 設備スケールアップに向けての課題
粘性土系土壌の処理では解泥が十分でないと洗浄・分級
効果が発揮されにくいので、想定処理量にもよるが、その
ための設備を用意しておく必要がある。
また放射能濃度の把握において、今回は処理前、処理後
ともフレコンバッグ１袋毎にサンプル採取し測定を実施し
たことから精度の高い結果が得られたが、大規模処理の
際には測定効率が課題となる。必要な精度を確保しつつ、
スピーディーに結果を得られる測定装置の開発や測定方法
の確立が求められる。
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図 3 分級物のCs比

湿潤状態
(wet)

乾燥状態
(dry)

重量 (t) 296 254

平均含水率 (%) 14 ー

放射能濃度
(Bq/kg)

最大 16,070 20,530

最小 247 309

平均 6,584 7,508

表 1 汚染土の性状
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図 1 分級洗浄処理フロー

汚染土 礫 砂 脱水ケーキ

平均放射能濃度
(Bq/kg dry) 7,508 1,253 3,120 25,683

汚染土を1とし
た時の相対値 1.00 0.17 0.42 3.42

表 2 汚染土および分級物の放射能濃度
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